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１【提出理由】

　当社および当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生しま

したので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号

の規定に基づき、臨時報告書を提出するものです。

 

２【報告内容】

（１）当該事象の発生年月日

2022年３月24日（取締役会決議日）

 

（２）当該事象の内容

①当社および連結子会社における投資有価証券売却益

資産の効率化および財務体質の健全化を図ることを目的として、2022年１月から３月までに当社および当社の子会

社が保有する上場有価証券の一部を売却した結果、投資有価証券売却益を計上しました。

 

②当社における減損損失

当社の医薬品製造受託事業については、ＧＭＰ（医薬品等の製造および品質管理基準）対応にかかる継続した費用

の発生およびその見込みを踏まえ事業計画を見直した結果、減損損失を計上する見込みとなりました。

また、衣料繊維事業においては、2024年３月末を目途に入善、井波工場の生産を休止するとともに、庄川工場の職

布部門の生産を縮小することとなりました。当事業で保有する事業用資産の回収可能性を検討した結果、減損損失を

計上する見込みとなりました。

 

③連結子会社における減損損失

当社の連結子会社であるゼノマックスジャパン株式会社において、製造販売および新たな用途の開発に努めている

高耐熱性ポリイミドフィルムについて足元の経営環境等を踏まえ事業計画を見直した結果、減損損失を計上する見込

みとなりました。

 

④当社における関係会社株式評価損および債務保証損失引当金繰入額

上記に伴い、当社の個別財務諸表において関係会社株式評価損および債務保証損失引当金繰入額を計上する見込み

です。なお、関係会社株式評価損および債務保証損失引当金繰入額は連結上消去されるため、連結財務諸表に与える

影響はありません。

 

（３）当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

当該事象により、2022年３月期の連結財務諸表および個別財務諸表において、次のとおり特別利益および特別損失

を計上する見込みです。

（連結）投資有価証券売却益　　　　　62億円

減損損失　　　　　　　　　　95億円

（個別）減損損失　　　　　　　　　　72億円

関係会社株式評価損　　　　　23億円

債務保証損失引当金繰入額　　７億円

以　上
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